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本学教員執筆書籍の紹介

１．本書の特徴

　本書は、心理学論文で使われる英語表現を集めた英
語表現集である。執筆では、心理学関連分野で使われ
る英語表現を中心に収録することを心がけた。その結
果、研究参加者の表現が 24 個、分散分析の表現が 16
個収録されるなど、心理学のみならず行動科学全般の
執筆に役立つ表現集になった。
　執筆の要は、出来る限り質の高い例文を収集するこ
とであった。試行錯誤の末、以下の方法を採用した。
まず、私が収録すべき例文の内容を決め、それに基づ
いて、共著者のシュワーブ夫妻が一流誌の論文から質
の高い例文を選び出す。次に、私がそれを日本語に直
した後でシュワーブ夫妻が誤りをチェックし、さらに、
私がそれらを原稿としてまとめるのである。これによ
り、質の高い例文を収録することができたと自負して
いる。
　本書を最初に構想したのは、30 年以上も前のこと
であった。当時院生であった私は英語で出版する必要
に迫られて、論文英語の例文集を探していた。あちこ
ちを探しまわった末、役に立ちそうな自然科学系の例
文集をなんとか見つけることができた。だが、行動科
学関係の例文集はひとつも見つからなかった。いつか
この分野で例文集を出版したい。それが、英作文の不
得手な院生が当時抱いた夢であった。それから 10 年
以上たってから、米国人の発達心理学者であるシュ
ワーブ夫妻と 2 冊の本 1)2) を出版することになり、そ
の過程で築いた夫妻との信頼関係が今回の出版につな
がった。

２. 例文参照と剽窃

　本書でも触れているように、第二言語教育の現場で
は、例文参照による執筆と剽窃の問題についてさまざ

まな議論が行われている 3)4)5)6)。たとえば、ノン・ネ
イティブの研究者は、ネイティブの書いた論文を参考
にしながら執筆することが多く、その結果、手本に
した例文と似たような文章を書いてしまいがちであ
ることが指摘されている 5)。いわゆる「切り貼り著者

（patchwriter）」の問題である。さらに、同様の議論に
おいて、「日本人は概して剽窃の問題に鈍感である」
という主張も広く認識されている 3)6)。中には、日本
人の剽窃に対する認識の甘さを、個人の功績や責任が
二の次に扱われるいわゆる「甘え」の構造 7) に帰属す
る研究者さえ見受けられる（Wheeler6) の評論を参照）。
　執筆の初心者がこのような剽窃の問題を避けるため
のひとつの方法は、少数の例文を手本にするのではな
く、多数の例文に共通して含まれている文章パターン
をあらかじめ身につけておき、執筆に際しては、それ
らを適切に運用することにより常に独自の文章を書く
ことである。そこで、本書では、多数の例文に共通す
る文章パターンを実際の例文とペアにして提示した。
執筆の初心者は、それらを見較べて各文章パターンの
使い方を体得することから始めて欲しい。

おわりに

　本書では、英語表現を論文の各節ごとにまとめて示
し、さらに、各節を執筆するためのポイントと APA

スタイルの概要を加筆した。英語論文に初めて取り組
む場合は、それらを参考にして研究のアウトラインを
少しずつ作っておき、ついでに、それらを英語に訳し
ておくとよい。これにより、投稿原稿の主要な部分は
完成したことになる。本書が、この分野の将来を担う
若手研究者の一助になれば幸いである。
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